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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はインプリンティングを受けており、母系アレルが優先的に発現する。コードされているタンパク質は、いくつかのG1サイクリン/Cdk複合体に強く結合し、強力な阻害因子であり、細胞増殖の負の調節因子である。この遺伝子の変異は散発性癌およびベックウィズ・ヴィーデマン症候群に関与していることが示唆されており、この遺伝子が腫瘍抑制因子候補となる可能性が示唆されている。この遺伝子には、2つの異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっている。
	研究分野
	-
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	SK-Br-3 に対する CDKN1C マウス mAb を使用したウエスタンブロット分析 (1 個の細胞溶解物)。
	

	CDKN1C マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した MCF-7 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による CDKN1C マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による CDKN1C マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学分析。

